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滋賀県および福井県嶺南地区における

宮崎肺吸虫の地理的分布について
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緒言

宮崎肺吸虫ｈｒａｇｏ"〃"ｓ〃Jかα之α航Ｋａｍｏ，Nishi‐

da,HatsushikaetTomimura，1961は中部地方以西の

西日本に広範に分布し，近畿地方北部においても京都

府および兵庫県では濃厚な分布地が見出されている（冨

村ら，1964,1965；西村・山下，１９６９；西村ら，1969)．

しかしその東に隣接する滋賀県および福井県嶺南地区で

は，本虫についての調査は殆ど行われておらず分布地も

未だ見出されていない．即ち，長瀬ら（1977）は滋賀県

伊香郡および彦根市において，本虫の第２中間宿主であ

るサワガニGeorMP/i"ｓａｃＪｅｈαα"ｉから本虫メタセル

カリアの検出を試みたが，その成績は陰性に終ってい

る．

そこでこの地域における本虫の分布状況を明らかにす

るために，この調査を行った．

成績

図１および表１，２に示すように，調査した40カ所の

うち肺吸虫メタセルカリアが見出されたのは，滋賀県で

は高島郡今津町の２カ所，福井県嶺南地区では三方郡三

カ町の２カ所，遠敷郡上中町の２カ所，小浜市の２カ

所，計８カ所である．陽性率は今津町杉山才ノ木の20.0

％が最も高く他は10％前後またはそれ以下であった．１

匹のカニから見出されたメタセルカリアの数も１～４個

(平均1.6個）で比較的少ない．検出されたメタセルカリ

アの計測値を２４個一外膜の厚さのみ17個一についてみ

ると，大きさ(内膜の径)は406～540×434～541’、（平

均475×482抑)，内膜の厚さは6～36｣α、（平均21脚)，

外膜の厚さは1～5β、（平均２抑）であった．また，淡

紅色の色素および穿刺鰊はともに認められなかった．

次にラットへの感染試験によって成虫１隻，未成熟虫

６隻を得た.成虫の圧平染色標本についてみると,虫体の

大きさは7.13×3.41ｍｍ,腹吸盤は体の中央より前方に

あり，その大きさ（左右径785βｍ，前後径743川）は口

吸盤のそれ（左右径624抑）よりもやや大きく，皮練は

どの部位のものも単生である．卵巣は複雑に分岐し，精

巣も左６葉，右３葉に分岐している．これらの諸特徴か

らサワガニから検出したメタセルカリアおよびラットよ

り得た成虫を宮崎肺吸虫と同定した．また未成熟虫も卵

巣，皮鰊などの形状は本虫の特徴をよく示していた．

新しく本虫のメタセルカリアを見出した地はいずれも

若狭湾へ注ぐ鯆川，北川および南川の上流にある．

考察

今回の調査で明らかにされた宮崎肺吸虫の分布地域

は，福井県嶺南地区のほぼ中央部を占める３市町と，そ

れに隣接する滋賀県今津町の一部である．調査の対象と

材料および方法

検査したサワガニは1978年７月から1980年11月までの

間に，滋賀県および福井県嶺南地区の40カ所の山間渓流

において採集した1,280匹で，これらの詳しい調査地お

よび検査数は図１および表１，２に示した．

検査法は採集したサワガニを人工胃液消化法によって

処理し，肺吸虫メタセルカリアを分離した．得られたメ

タセルカリアは形態観察と計測を行った．一部のものは

ラットの腹腔内に注入し，１００日以後に剖検して虫体を

取り出し，圧平固定後へマトキシリンで染色し観察し

た．
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図１滋賀県および福井県嶺南地区における宮崎肺吸虫メタセルカリアの調査地

した地域の大半を占める滋賀県の琵琶湖Ｑ淀川水系の諸

河川の流域からは，本虫の分布地は発見できなかった．

本虫は西日本に広く分布しているが，その分布は一様

ではない．中国地方においても分布に著しい偏りがみら

（２）
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表１滋賀県における宮崎肺吸虫メタセルカリアの検査成績

調査時検査数（騨議）たﾒﾀｾﾙｶﾘｱの数
１匹のカニから見出され調査地

湖北地区

伊香郡余吾町椿坂

〃〃鷲見

〃木之本町金居原

1978Ⅶ

〃Ⅷ

〃〃

８
９
３

５
４
２

０
０
０

湖東地区

坂田郡伊吹町吉槻

〃〃上板並宮谷

〃〃上平寺

〃米原町上丹生

犬上郡多賀町入谷

神崎郡永源寺町箕川

Ⅵ
〃
Ⅳ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅷ

９
８

９
７
７
？
７
７
７

９
ノ
ノ
９
ノ
９

１
１

１

１
２
３
６
０
２

３
２
３
８
３
２

０
０
０
０
０
０

湖南地区

蒲生郡日野町平子

甲賀郡土山町山女原

〃甲賀町櫟野

〃水口町牛飼

〃信楽町宮尾

栗田郡栗東町観音寺

1979Ⅷ

〃〃

〃Ｘ

〃Ⅷ

〃ノノ

ノノ〃

９
６
０
５
０
６

２
３
２
４
３
２

０
０
０
０
０
０

湖西地区

大津市坊村町

〃町居町

高島郡朽木村木地山

〃〃横谷

〃今津町椋川中井

〃〃〃荒谷

〃〃杉山杉谷

〃〃〃才ノ木

〃〃天増川

〃〃角川

〃マキノ町在原

1978Ⅷ

〃〃

〃〃

〃〃

1979Ⅵ

〃〃

〃〃

1978Ⅶ

〃〃

1979Ⅵ

1978Ⅷ

０
０
４
５
８
０
０
０
０
２
０

１
２
１
２
２
１
５
３
４
３
２

Ｊ
１

６
０

●
●

３
０２

く
く

０
０
０
０
１
０
０
６
０
０
０

１

1，１，１，３，３，４

れる．その原因として西田ら（1978）は，本虫の第１中

間宿主であるＢｙ〃"ezJa属の貝の地理的分布が，地史

に関連しているためではないかと推測した．今回の調査

地域における分布の偏りについても，この地域の地史に

ついて調べてみると（湊，１９７８；横山，1978)，同様な

原因によるのではないかと推測されるが，この地域では

本虫の第１中間宿主についての調査が未だ行われていな

い．従って，この地域において本虫の地理的分布に偏り

を生じた原因については，第１中間宿主貝の種の解明お

よびその分布状況を明らかにした上で，さらに検討した

いこの地域における本虫の終宿主の解明もまた今後に

残された課題である‘

結

》鋼

1978年７月から1980年11月までの間に，宮崎肺吸虫が

分布することが未だ知られていない滋賀県および福井県

嶺南地区の40カ所で，サワガニ1,280匹を採集して，肺

吸虫メタセルカリアの寄生状況について検査した．その

結果，嶺南地区では内陸部の山地６カ所で，滋賀県では

それに続く北西部の山地２カ所で宮崎肺吸虫メタセルカ

リアを検出した．ここに滋賀県北西部および福井県嶺南

地区を本虫の新しい分布地として追加する．

（３）
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表２福井県嶺南地区における宮崎肺吸虫メタセルカリアの検査成績

調査時検査数(蘆ii鱗）概鯛雰麓れ調査地

敦賀市杉箸

〃刀根

三方郡美浜町新庄岸名

〃〃〃浅ヶ瀬

〃三方町倉見

〃〃白屋

遠敷郡上中町下大杉

〃〃熊川

〃名田庄村出合

〃〃 中

小浜市下根来

〃奥田繩

大飯郡大飯町父子

〃〃川上

９
６
８
４
２
３
３
１
６
４
５
２
３
５

３
１
６
３
４
３
２
２
１
２
５
３
３
２

1978Ⅶ

〃〃

1980】Ⅱ

〃〃

1978Ⅸ

〃〃

〃Ⅶ

〃〃

1980】Ⅱ

〃〃

1978Ⅷ

〃〃

〃〃

〃〃

Ｊ
１
１
１

Ｊ
１

８
０
３
５

５
３

●
●
●
●

●
●

４
３
４
９

５
６

く
く
く
く

し
く

０
０
０
０
２
１
１
２
０
０
３
２
０
０

1，１

１

３

１，１

１，１，１

２，２
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STUDIES ON THE GEOGRAPHICAL DISTRIBUTION OF THE

LUNG FLUKE, PARAGONIMUS MIYAZAKII, IN SHIGA

PREFECTURE AND REINAN DISTRICT OF FUKUI

PREFECTURE, JAPAN
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The lung fluke, Paragonimus miyazakii Kamo et al., is widely distributed in Western

Japan. The fluke, however, is unrecorded hitherto from Shiga Prefecture and Reinan District

of Fukui Prefecture. During a period from July, 1978 to November, 1980, 1,280 freshwater

crabs, Geothelphusa dehaani were captured for the examination of the metacercarial infection

at 40 points in the above areas. Metacercariae of this lung fluke consequently were found

in 18 out of 264 crabs which were collected at 8 points in the mountainous areas of Reinan

District and of the north-western part of Shiga Prefecture.




